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主な質疑応答
子
育
て
健
康
支
援
課

問
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
委
託
料
の
増
額
理

由
は
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
処
遇
改
善
と

の
こ
と
だ
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
改

善
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　処
遇
改
善
は
今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま

す
が
、一
律
9
，0
0
0
円
程
度
の
処
遇

改
善
を
行
う
も
の
と
、新
た
に
来
年
度

か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
加
算
と
し
て
支

援
員
の
経
験
年
数
に
応
じ
た
加
算
の
補

助
が
、国
の
制
度
と
し
て
あ
る
の
で
、そ

ち
ら
を
活
用
し
、経
験
年
数
に
応
じ
て

委
託
料
を
加
算
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

み
ら
い
創
生
課

問
　A
I・I
C
T
講
座
に
つ
い
て
、高
校
卒

業
後
、町
内
で
そ
れ
ら
の
仕
事
が
で
き

れ
ば
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
人
材
を

育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答
　A
I
を
活
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
今
後
想
定
さ
れ
ま
す
。シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
よ
り
も
、基
礎
を

し
っ
か
り
学
び
、エ
ク
セ
ル
の
表
計
算
や

ワ
ー
ド
入
力
な
ど
の
基
礎
的
な
こ
と
か

ら
、A
I
を
ど
う
活
用
し
、ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
中
心
に
、こ
の
講
座
で

学
ぶ
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
の
総
額
は
ど
の

く
ら
い
の
予
算
ベ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答

　今
年
度
の
最
終
目
標
は
6
億
6
，

5
0
0
万
円
を
想
定
し
て
お
り
、

経
費
率
が
47
%
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
す
。委
託
し
て
い
る
業
者
に
て

経
費
も
50
%
以
内
で
収
ま
る
よ
う
計

算
し
て
い
ま
す
。

農
林
課

問
　農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交
付
金
事
業

は
、将
来
の
集
約
化
に
重
点
を
置
い
た

農
地
利
用
の
姿
の
実
現
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
す

の
か
。

答
　将
来
、担
い
手
が
不
足
す
る
見
込
み
で

あ
る
た
め
、コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
機
械
を
導
入
し
て
規
模
を
拡
大

し
、地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

方
に
対
し
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

商
工
観
光
政
策
課

問
　今
回
、く
す 

P
a
y 

ポ
イ
ン
ト
交
付
事

業
で
19
歳
以
上
の
方
全
員
に
配
る
と
な

る
と
、今
ま
で
使
っ
て
い
な
い
高
齢
者
の

方
な
ど
も
使
え
る
機
会
が
あ
る
が
、ス

マ
ホ
で
利
用
す
る
と
い
う
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

答
　加
盟
店
舗
と
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、カ
ー
ド
で
も
使
え
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
を
こ
の
事
業
の
中

で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和８年度玖珠町当初予算
一般会計 当初予算額 114 億5,100万円
前年度比　7億6,900万円増（7.2％増）

　３月議会定例会は、２月27日～３月18日まで
の20日間の会期で開かれました。町長から施政
方針の説明があり、３月３日から８人の議員によ
る一般質問が行われ農政・子育て・福祉・教育な
どについて町の考えをただし、議論が白熱致しま
した。町提出案件は37件で、人事・条例の改正・
補正予算・和解及び損害賠償の決定・令和８年度
一般・特別・企業会計予算などを審議し、原案の
通り可決されました。

今議会のあらまし

【財政調整基金残高】
・令和６年度末　　　8億5,000万円
・令和７年度末見込　8億5,000万円
・令和８年度末見込　６億5,000万円

【町債残高】  
・令和6年度末　　　69億3,000万円
・令和7年度末見込　65億8,000万円
・令和8年度末見込　63億円

【地域産業の振興】
・地域商社設立事業  7,287万円
・ふるさと納税返礼品取扱事業者支援
   2,750万円
・くすPayチャージボーナス
  　キャンペーン事業  8,139万円
・くすPayポイント交付事業 
 7,922万円
・農業生産費高騰対策  2,111万円
・新規就農者支援  660万円
【宇宙ビジネスとブランド化】
・宇宙ビジネス事業  478万円
・椎茸生産安定化事業  800万円
【若者の仕事づくり】
・AI・ICT人材育成事業  1,391万円
・企業誘致促進費  1,536万円
・サテライトオフィス施設管理費
  820万円

【子育て支援】
・子育て世帯訪問支援  171万円
・こども誰でも通園制度  828万円

未 来 へ の 投 資 と 暮 ら し を 守 る 予 算

歳  出

民生費
26.8%

30億7,237万円

民生費
26.8%

30億7,237万円

総務費
23.3%

26億7,441万円

総務費
23.3%

26億7,441万円教育費
11.3%

12億9,189万円

教育費
11.3%

12億9,189万円

農林水産業費
7.0%

8億36万円

農林水産業費
7.0%

8億36万円

公債費
7.0%

8億46万円

公債費
7.0%

8億46万円

衛生費
7.0%

8億283万円

衛生費
7.0%

8億283万円

土木費
6.7%

7億7,008万円

土木費
6.7%

7億7,008万円

その他
10.9%

12億3,856万円

その他
10.9%

12億3,856万円

町　税
14.9%

17億700万円

町　税
14.9%

17億700万円

繰入金
10.2%

11億6,667万円

繰入金
10.2%

11億6,667万円

地方交付税
29.9%

34億2,000万円

地方交付税
29.9%

34億2,000万円

…自主財源…自主財源
…依存財源…依存財源

国県支出金
25.2%

28億9,281万円

国県支出金
25.2%

28億9,281万円

町　債
3.7%

4億1,931万円

町　債
3.7%

4億1,931万円

その他
6.2%

7億1,538万円

その他
6.2%

7億1,538万円

その他
9.9%

11億2,983万円

その他
9.9%

11億2,983万円

歳  入

財政状況の見通し

主な重点施策

※千の位切り捨て※千の位切り捨て
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●今回の補正（第８号）は、主に年度末決算見込みによるもので
　全体で3,431万円が減額されました。
●残念ながら減額となった主なもの（国の予算減による）

災害復旧費　・農林水産災害復旧費　……………………………△1，698万円
　　　　　　・土木施設災害復旧費　……………………………△3，218万円
土木費　　　・道路新設改良費ほか　……………………………△7，201万円

●１日も早くと増額された主なもの
小学校工事請負費ほか　・小学校管理費　…………………6，540万円
トイレ洋式化　残り47.6％・電灯のLED化　残り3校
公共施設等総合管理基金　………………………………1億5，000万円

予
算
常
任
委
員
会

令和７年度一般会計・特別会計補正

　令和８年第１回玖珠町議会定例会において、予算常任委員会に審査の付託を受けました

令和７年度一般会計補正予算について、３月9日に審査した結果を報告します。

　令和８年第１回玖珠町議会臨時会において、予算常任委員会に審査の付託を受けました

議案１件について、１月15日、執行部出席のもと審査した結果を報告します。

くすまちメルサンホール、わらべの館等　公共施設の老朽化対策のための積立金です。

総
務
建
設
農
林
常
任
委
員
会
報
告

1　補正額
令和7年度補正予算（第6号）の概要
7,862万円の増額（補正後の総額114億5,937万3千円）

【財源内訳】 国庫支出金　7,861万9千円　繰入金　１千円

2　内容
・物価高対応子育て応援手当事業　5,331万7千円
　物価高の影響が長期化し、その影響を強く受けている子育て世帯を支援するため、０歳
から18歳までのこどもに１人あたり３万円を支給する。（国の子育て応援手当２万円に町独
自事業として１万円上乗せ）

・畜産業物価高騰対策事業　2,530万3千円
　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、飼料価格高騰等により経営に影
響を受けている畜産事業者に飼料費の助成を行う。

【補助率】 飼料高騰額11.0円/kg ×年間飼料給与量×頭数×1/2
　　　　（1事業者あたり上限300万円）

玖
珠
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及

び
玖
珠
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

　
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、
通
信
事

業
者
が
参
画
し
易
い
様
に
、
使
用
料
及
び
分
担
金
を
免

除
す
る
こ
と
。

玖
珠
町
営
土
地
改
良
事
業
及
び

災
害
復
旧
事
業
の
経
費
の
賦
課
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
工
に
係
る
受
益
者
か
ら

徴
収
す
べ
き
分
担
金
に
つ
い
て
、
施
行
時
の
分
担
率
及

び
そ
の
法
的
性
質
を
明
確
に
す
る
も
の
。

玖
珠
町
農
地
及
び

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

　
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
の
施
行

に
係
る
受
益
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
分
担
金
に
つ
い
て
、

施
行
時
の
分
担
率
及
び
そ
の
法
的
性
質
を
明
確
に
す
る

も
の
。

玖
珠
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例

　
犬
猫
等
動
物
の
死
骸
の
処
理
に
従
事
す
る
職
員
に
対

す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
、
業
務
の
特
殊
性
及
び

他
市
町
村
の
支
給
状
況
を
鑑
み
、改
定
を
行
う
。

現
行
3
0
0
円
か
ら
5
0
0
円
に
改
定
。

玖
珠
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

　
大
船
渡
市
林
野
火
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
林
野
火

災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
林
野
火
災
注
意
報
又
は
林

野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
際
の
対
応
を
明
記
す
る
。

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
相
手
方
に
対
し
損
害
賠
償
額
が
決
定
し
た
の
で
議
決

を
求
め
る
も
の
。

問　死骸の処理は心身に負担がかかる仕
事なので、せめて1，000円か1，500円ぐ
らいにすべきではないか？
担当の職員は非常に苦痛を感じていると
思われる。金額の見直しを検討してもらえ
ないか。

主な質疑応答

答 　職員団体と新年度４月１日より適
用させるための協議を行いました。今
後も調査研究を進め、協議していきた
いと考えています。

問　相手方は事業用特殊車輌となるた
め、代車費用やレッカー代が必要となるが
内訳が明記されていない。この議案では
修理代が高額に見える。内訳を明記した方
が良いのでは？

主な質疑応答

答　今後については事業の概要など明記
するか検討していきたい。
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問　どんどん過疎化する
中で維持するための色々
な施策があると思うが地
域を残すためにしなけれ
ばならないことがあれば
教えてほしい。

国の予算をふまえ7月に要望書を提出 主な質疑応答 辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
策
定

令
和
8
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の
5
か
年
を
計
画
期
間
と

す
る
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

携
帯
電
話
の
電
波
不
感
地
域
の
解
消
、
農
道
・
林
道
の

整
備
、
自
治
公
民
館
の
整
備
、
飲
料
水
確
保
等
の
向
上

を
図
る
。

〈
地
域
〉

　
　
　日
出
生
辺
地

　
　
　片
草
辺
地

　
　
　大
野
原
辺
地

　
　
　鏡
辺
地

　
　
　古
後
辺
地

　
　
　山
浦
辺
地

玖
珠
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
一
部
変
更

財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
し
て
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
。

1、日出生台演習場内採草対策進む
◎演習場内採草・放牧に関する代替地について
　地元関係者との意見交換の中で、強く要望された9月から10月の採草期間の確保を、防衛省・九州防
衛局・陸上自衛隊西部方面総監部に対し要請を行なったところです。
　このような中、地元関係者の負担軽減をはかるため、防衛省が所管する周辺財産を代わりの土地とし
て借りられるよう、九州防衛局と事務的な協議を進めています。

2、令和８年度訓練計画公表
◎令和８年度事業計画について
　令和８年１月23日付けで防衛省から、在沖米海兵隊「沖縄県道104号線越え実弾射撃訓練の分散・実
施」について、令和8年度の訓練計画が公表されました。　日出生台演習場（翌年１月～３月）
3、支援事業活用
◎日出生台演習場周辺の地域活性化支援事業補助金の活用状況について
　演習場周辺の活性化を目的とした補助金が、各地区で活用されています。
申請実績
　　　７件(予算現額1,590,000円／支出額1,551,000円/予算残額39,000円)
4、防衛省等への要請時期について　
　　九州防衛局等への要請を国の予算要求前の7月までに実施することを確認しました。

企
画
民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

基
地
政
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　1月27日から28日にかけて兵庫県神河町議会と太
子町議会へ視察研修を行いました。
　神河町議会では議会を知ってもらい関心を持っても
らうため、議会あり方ゼミナールを開催し、住民と議員
が一緒に勉強会を行っていました。
　太子町議会では住民と議員が自由に意見交換がで
きる場としてカフェトークを開催し、リラックスした雰囲
気の中で話し合いが行われていました。
　両町とも議員の熱意を感じる研修となり、充実したも
のとなりました。

視察研修報告

議会改革の一環として議員の費用弁償のあり方を
検討する中、国家公務員等の旅費に関する法律の一
部改正等により玖珠町職員の旅費の改正が実施さ
れることや、県内町村の状況を鑑み、玖珠町議会議
員の費用弁償を改正するものです。

議員発議
議員の費用弁償を改正鉄道賃

船賃
航空賃
その他の交通費
自家用自動車
駐車場料金

宿泊費

宿泊手当
（1夜につき）

実費
実費
実費
実費
実費又は1kmにつき40円
その他交際費に含む
国家公務員等の旅費支給規定
別表第２宿泊費基準を適用
2，400円
4，400円

旅費の種類 支給額

※九州外は沖縄を含む

九州内
九州外

発議

全会一致で可決すべきものと決しました採決
結果

改正後

答　人口減少対策に向
かって移住定住対策や、人
材育成に重点を置くこと
が今後の施策の展開にな
るのではと考えています。

問　総合計画は町の最上位の
計画であるが、前期の5年間か
ら、今回後期の5年間につなげ
る見直しはあったのか。

主な質疑応答 玖
珠
町
第
6
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定

令
和
３
年
に
策
定
し
た
第
６
次
総
合
計
画
に
お
け
る
前
期

基
本
計
画
が
終
了
す
る
の
で
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
5
か
年
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

答　総合行政審議会、議会か
らも地域の在り方について意
見をいただいたところを重点
的に、計画の見直しと変更を
行いました。今後5年間を見据
えたうえでリニューアルした形
での計画としています。

問　利用制限があるが柔
軟に対応できるのか。

主な質疑応答 こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が

ス
タ
ー
ト

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
創
設
に
よ
り
乳
幼
児
等
の

た
め
の
支
援
給
付
が
4
月
か
ら
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、事
業
者
が
給
付
を
受
け
る
た
め
に
町
か
ら
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
る
基
準
を
定
め

る
。

玖
珠
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

令
和
８
年
度
の
介
護
保
険
料
の
算
定
に
お
い
て
、令
和
７
年
度

は
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
っ
た
人
が
、令
和
８
年
度
に
課
税
対

象
と
な
っ
た
場
合
に
算
定
区
分
が
変
わ
り
、意
図
せ
ず
介
護
保

険
料
が
増
額
す
る
被
保
険
者
を
救
済
す
る
た
め
。

答　月10時間というかな
り短い時間になっていま
す。それ以上は、一時保育
などの別事業で受け入れ
ることは可能です。

問　受ける事業者の
体制は。

答　事業者は４園です。
今あるこども園等の空
き定員の枠を利用して
行うものです。実施に向
け準備中です。

今後の
取り組み

５月 ６月 ７月 ８月
最終調整・申請書提出 申請許可までおおよそ3か月
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は

問
　
集
落
支
援
員
の
役
割
と
配
置
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
地
域
の
人
口
規
模
や
支
援
ニ
ー
ズ
、

地
理
的
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
地

域
ご
と
の
優
先
課
題
に
応
じ
た
支

援
が
行
え
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

問
　
地
元
出
身
の
若
者
に
対
し
て
、
居

住
環
境
な
ど
の
優
遇
制
度
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
町
が
準
備
す
る
分
譲
住
宅
地
を
格

安
で
提
供
す
る
こ
と
や
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
建
て
る
時
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
優

遇
制
度
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
　
空
き
家
の
流
通
促
進
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
だ
が
、
優
遇
制
度
の
中

に
利
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
民
間
の
会
社
と
手
を
組
ん
だ
の
も
、

そ
う
い
っ
た
要
因
も
あ
り
ま
す
。

　
　
空
き
家
に
都
市
か
ら
帰
っ
て
き
て
住

む
方
の
優
遇
も
含
め
て
し
っ
か
り
と

創
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
欧
州
３
ヶ
国
を
教
育
視
察
し
た
目

的
を
伺
う
。

答
　
教
育
長

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
先
に
あ
る
「
人
間
中

心
の
教
育
」
へ
の
回
帰
と
言
う
世
界

的
な
転
換
点
を
確
か
め
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

問
　
視
察
を
受
け
て
、
玖
珠
町
の
教
育
に

何
を
取
り
入
れ
た
い
の
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

　
　
一
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
即
応
性
、
ア

ナ
ロ
グ
の
符
号
化
、
こ
の
両
輪
の

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
策
定
。

　
　
も
う
ひ
と
つ
は
、
教
育
の
質
を
支
え

る
土
壌
、
教
員
の
幸
せ
を
作
る
支
援

作
り
。

　
　
そ
し
て
、
久
留
島
武
彦
哲
学
と
玖
珠

バ
ー
ド
モ
デ
ル
で
す
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
「
こ
の
玖
珠
町
で
育
っ
て
よ

か
っ
た
。
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
町
を
創
る
教
育
を

め
ざ
し
ま
す
。

欧
州
教
育
視
察
か
ら

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
一
般
質
問

一
般
質
問

※

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
そ
の
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て

　
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと

各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます
※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと

各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
の
認
識

と
、
現
在
の
課
題
は
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
定
義
は
、
家
族
の
介
護
、
日
常
生
活

上
の
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
、
障
が
い

や
病
気
な
ど
が
あ
る
家
族
に
代
わ

り
行
う
家
事
や
労
働
、
家
族
の
感
情

面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
お
手
伝

い
と
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
の

境
界
線
が
不
明
確
、
家
庭
内
の
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
本
人

や
家
族
に
自
覚
が
無
い
こ
と
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
支
援
が
必
要
で

あ
っ
て
も
表
面
化
し
に
く
い
事
が
課

題
で
す
。

問
　
町
内
の
実
態
は
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
町
内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生

と
そ
の
保
護
者
に
対
し
無
記
名
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
「
家
族
に
お

世
話
し
て
い
る
人
が
い
る
」
と
回
答

し
た
人
が
小
学
生
で
は
30
％
、
中
学

生
で
は
13
％
程
度
い
ま
し
た
。
「
い

る
」
と
答
え
た
人
の
中
で
自
身
が
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
当
て
は
ま
る
と
回

答
し
た
の
は
、
小
学
生
で
12
％
、
中

学
生
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
し
か
し
、

「
当
て
は
ま
ら
な
い
」
「
分
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
約
半
数
の
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
も
、
本
人
の
気
づ
き

も
含
め
て
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
町
の
相
談
・
支
援
体
制
の
状
況
は
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
課
題
や
そ
の
特
徴
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
把
握
し
た

上
で
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育

等
の
様
々
な
分
野
と
連
携
し
な
が
ら

気
づ
き
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
年
度
よ
り
子
育
て
世
帯
訪
問
事

業
を
、
新
た
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

訪
問
支
援
員
が
、
家
族
が
抱
え
る
不

安
や
悩
み
を
傾
聴
す
る
と
と
も
に
、

家
事
、
子
育
て
等
の
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

問
　
学
校
現
場
と
福
祉
現
場
と
の
連
携

の
状
況
は
。

答
　
教
育
政
策
課
指
導
企
画
監

　
　
昨
年
９
月
に
校
長
に
対
し
て
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
研
修
会
を
行
い
、
学
校
で

も
教
職
員
の
研
修
会
を
実
施
し
、
早

期
発
見
に
向
け
、
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
家
庭
相
談
員
と
、

学
校
配
置
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
連
携
し
て
家
庭
状
況
が

気
に
な
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
家
庭

訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童

虐
待
も
含
め
学
校
で
児
童
・
生
徒
の

様
子
や
気
に
な
る
事
が
あ
れ
ば
、
教

育
委
員
会
に
連
絡
す
る
よ
う
に
周

知
を
行
っ
て
い
く
事
が
今
後
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
と
連
携
に

加
え
、
今
回
、
医
療
機
関
と
も
連
携

し
て
、
玖
珠
郡
医
師
会
で
の
出
前
講

座
を
行
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も

国
・
県
が
行
う
研
修
会
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
想
定
さ
れ
る
関
係
機
関

に
は
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
必
要
な
連
携

と
情
報
提
供
や
共
有
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
こ
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

３期目の町長に町
づくりの具体的な
思いを聞きたい。

議員の胸の内

高
倉 

真
由
美  

議
員

た
か 

く
ら
　  

ま    

ゆ    

み

町
政
運
営
の
基
本
方
針

宿
利 

忠
明  

議
員

し
ゅ
く
り
　 た
だ 

あ
き

ヤングケアラーの事
を住民にもっと理解
してもらいたいなぁ。

議員の胸の内

心のOS：久留島武彦哲学の現代化 駆動モデル：玖珠・鳥のモデル
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問
　
離
婚
後
の
共
同
親
権
の
見
直
し
に

関
す
る
規
定
が
ど
の
様
に
変
わ

り
、
行
政
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
父
母
の
離
婚
が
子
の
養
育
に
与
え
る

様
々
な
影
響
と
、
子
の
養
育
の
在
り

方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
離
婚
後
に

お
い
て
も
父
母
双
方
が
適
切
な
形
で

子
を
養
育
す
る
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
重
要
で
あ
り
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
離
婚
関

係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
父
母
が

子
に
対
し
て
負
う
責
務
の
明
確
化

と
、
親
権
が
こ
ど
も
の
利
益
の
た
め

に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
新
た
な
共
同
親

権
の
導
入
と
、
共
同
親
権
を
選
択
し

た
場
合
で
も
親
権
の
単
独
行
使
が

可
能
に
な
り
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
法
定
養
育
費
制
度
」
子
１
人
当
た

り
月
額
２
万
円
の
新
設
や
、
養
育
費

の
未
払
い
に
対
し
て
、
債
権
の
差
押

え
優
先
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
で
は
住
民
課
の
窓
口
で
離
婚
届
を

お
渡
し
す
る
際
、
今
回
の
改
正
が
分

か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
で
は
離
婚
後
の
各
種
手

続
・
Ｄ
Ｖ
・
生
活
困
難
者
へ
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
課
題
に
対

し
て
丁
寧
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年

の
４
月
か
ら
自
転
車
の
交
通
反
則

通
告
制
度
「
青
切
符
」
が
導
入
さ

れ
る
。
町
民
へ
の
周
知
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
住
民
課
長

　
　
16
才
以
上
の
自
転
車
運
転
者
に
対

し
て
、
反
則
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
昨

年
玖
珠
郡
内
で
は
32
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
、
一
件
が
町
内
の
自
転

車
に
よ
る
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
交

通
安
全
教
室
の
開
催
、
チ
ラ
シ
等
の

配
布
で
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
の
向

上
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
啓
発
に

つ
い
て
も
、
交
通
指
導
員
が
交
通
安

全
運
動
の
期
間
中
に
街
頭
に
立
ち
、

歩
行
者
や
自
転
車
運
転
者
へ
の
交
通

ル
ー
ル
の
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。
又
、
高
齢
者
・
小
学
校
・
こ

ど
も
園
・
中
学
校
で
は
警
察
署
職
員

が
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
、
美
山
高
校

に
つ
い
て
は
青
切
符
の
適
用
が
16
才

以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
警

察
本
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
材
を

使
っ
て
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
町
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う

　(

８
年
間
の
総
括
と
今
後
の
決
意)

問
　
玖
珠
町
の
現
状
と
課
題
を
町
長
は

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長

　
　
現
状
は
、
地
域
を
支
え
る
若
者
の
不

在
や
、
分
野
別
を
支
え
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
不
足
が
著
し
く
悪
化
し
て
い

る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
対
策
や
若
者
不
在
の
解
消
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
企
業
進

出
に
よ
る
効
果
を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
従
業
員
の
地
元
雇
用
、
町
へ
の
経
済

効
果
で
、
進
出
企
業
７
社
で
約
40
名

の
雇
用
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
経
済
効
果

を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
町
内
で
の
消
費
喚
起
を
促
し
経
済
循

環
に
繋
げ
る
仕
組
み
で
、
間
違
い
な

く
町
内
店
舗
に
一
定
の
効
果
が
出
て

い
ま
す
。

問
　
く
す
天
空
の
輝
き
の
販
売
が
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
　
町
長

　
　
販
売
実
績
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
性
が
高

ま
っ
た
た
め
、
玖
珠
米
の
人
気
が
浮

上
し
て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
販
路
確
保
に
向
け
て
全
力
を
挙

げ
て
い
き
ま
す
。

問
　
実
績
値
報
告
の
と
お
り
、
事
業
費

に
つ
い
て
は
赤
字
が
全
て
で
増
え

て
、
利
用
者
は
全
て
で
減
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
策
を
考
え
る
時

期
が
来
て
い
る
。
提
案
と
し
て
、

本
当
に
利
用
し
た
い
人
が
何
処
に

ど
れ
だ
け
居
る
の
か
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
べ
き
だ
が
実
施
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
、
今
後
の
公
共
交
通
網
の

計
画
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
玖
珠
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
の
早
急
な
対
応
を

地域公共交通確保事業（事業費と利用者数）
令和元年度と令和６年度の実績値比較

運行形態
運行収支（運行経費一運行収入）

令和元年度 令和６年度 比較 令和元年度 令和6年度 比較

10,693人 8,933人 1,760人減

8,414人 5,019人 3,395人減

929人 330人 599人減

▲618万円 ▲672万円 54万円赤字増

▲1,333万円 ▲1,797万円 464万円赤字増

▲130万円 ▲198万円 68万円赤字増

利用者数

まちなか循環バス

ふれあい福祉バス

小型乗合バス

令
和
８
年
度
施
政
方
針
を
問
う

河
島 

公
司  

議
員

か
わ
し
ま
　

 

こ
う  

じ

秦 

時
雄  

議
員

は
た   

と
き  

お

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
は
？

離
婚
後
の

共
同
親
権(

民
法)

の
改
正
は
？

共同親権（民法）の
改正で親子関係はど
うなるのか聞きたい。

議員の胸の内
高齢者の移動手段の確保は重要
な課題となっています。
運転免許返納は良い手段です。
しかし、車がないと動きが取れ
ないという意見が圧倒的です。

議員の胸の内

まちなか循環バス
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問
　
く
す
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
つ

い
て
伺
う
。
玖
珠
の
自
然
豊
か
な

土
壌
で
毎
年
特
Ａ
米
を
獲
得
し
て

い
る
が
、
「
く
す
天
空
の
輝
き
」

だ
け
が
輝
き
、
こ
れ
ま
で
の
玖
珠

米
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い
が
考
え

を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
当
然
「
く
す
天
空
の
輝
き
」
自
体
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ろ
ん
な
所
で
売
っ
て
い

く
戦
略
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
玖

珠
米
自
体
が
美
味
し
い
と
い
う
周
知

に
も
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

引
き
続
き
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
集
落
支
援
員
の
役
割
と
配
置
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
具
体
的
な
考

え
を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
集
落
支
援
員
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

令
和
９
年
度
か
ら
と
い
う
こ
と
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
の
精
査

と
住
民
の
皆
様
が
何
を
望
ん
で
い
る

か
把
握
し
今
年
度
中
に
練
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
令
和
の
童
話
の
里
づ
く
り
構
想
を

再
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
教
育
長

　
　
童
話
の
里
づ
く
り
推
進
室
が
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
全
体
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
童
話
祭
も
含
め
て
総
合
的
に

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
持
続

可
能
に
す
る
た
め
学
校
教
育
と
社

会
教
育
が
連
携
し
、
久
留
島
武
彦
先

生
の
教
え
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
俳
句
大
会
や
創
作
童
話
、

語
り
べ
大
会
等
に
こ
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育

に
も
組
み
込
み
、
持
続
可
能
な
次
世

代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
育
成
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
予
算
編
成
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
町
長

　
　
計
上
し
た
事
業
は
す
べ
て
や
り
た
い

が
、
特
に
人
口
減
少
と
若
者
流
出
食

い
止
め
で
Ｉ
Ｔ
講
座
や
玖
珠
町
全
体

の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
対
す
る
ブ
ラ

ン
ド
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
玖
珠
工
業
団
地
、
玖
珠
中
学
校
跡

地
活
用
に
つ
い
て
施
政
方
針
の
中

に
な
い
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
ご
指
摘
の
と

お
り
残
念
な
が
ら
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う
大
き
い
面
積
で
分
譲
は
行
わ
な

い
と
い
う
県
の
方
針
の
為
、
こ
れ
ま

で
関
心
を
示
し
た
企
業
が
あ
り
ま
し

た
が
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
と
し

て
も
独
自
に
営
業
活
動
し
な
が
ら
、

ま
た
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
入
居
で

き
る
よ
う
に
８
年
度
も
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
額
に
対

す
る
雇
用
創
出
や
経
済
効
果
な
ど

の
費
用
対
効
果
の
分
析
は
行
っ
て

い
る
の
か
。
使
用
料
、
雇
用
者

数
、
企
業
の
納
税
額
な
ど
数
値
化

で
き
る
指
標
で
の
分
析
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後
の
事
業

継
続
を
何
を
基
準
に
判
断
す
る
の

か
伺
う
。

答
　
商
工
観
光
政
策
課
長

　
　
令
和
元
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
施

設
整
備
・
運
営
費
は
約
１
億
４
，
０

７
６
万
円
。
補
助
金
を
除
く
と
、
使

用
料
収
入
な
ど
を
差
し
引
き
約
１

億
２
５
１
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
交
流
人
口
の

増
加
、
地
域
事
業
者
と
の
連
携
、
Ｉ

Ｔ
企
業
や
新
し
い
業
種
の
進
出
な

ど
、
金
額
だ
け
で
は
測
れ
な
い
効
果

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
満
室

で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
は
玖
珠
町
の

み
で
あ
り
、
一
定
の
成
果
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
企
業
と
地
域
の
連

携
を
深
め
、
効
果
の
検
証
と
情
報
発

信
を
行
い
ま
す
。

問
　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
１
１
４
億

円
で
過
去
最
大
と
な
り
、
財
政
調

整
基
金
も
今
後
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
町
長
は
基
金
残
高
が
ど

の
水
準
を
下
回
る
と
危
険
と
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長

　 

町
長
就
任
時
は
約
８
億
円
前
後
で
推

移
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
こ
の
水

準
を
維
持
す
る
よ
う
財
政
運
営
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
令
和
８
年
度
末

は
約
６
億
５
，
０
０
０
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
調
整
基

金
は
緊
急
時
の
財
源
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
過
去
に
は
豪

雨
災
害
の
際
、
約
３
億
円
の
支
出
が

必
要
と
な
っ
た
経
験
が
あ
る
た
め
、

最
低
で
も
４
億
円
程
度
は
確
保
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
令
和
８
年
度
予
算
は
前
年
度
比
7.

２
％
増
の
過
去
最
大
規
模
と
な
る

一
方
、
経
常
収
支
比
率
は
94.

２
％

（
令
和
５
年
度
）
か
ら
95.

３
％

（
令
和
６
年
度
）
へ
悪
化
し
て
い

る
。
成
長
戦
略
と
財
政
健
全
化
を

ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
で
両
立
さ

せ
る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
何
も
し
な
け
れ
ば
地
域
の
衰
退

は
進
む
た
め
、
必
要
な
施
策
は
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
は
国
・
県
の
補
助
金
の
確

保
や
自
走
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
、
財
政
負
担
を
抑
え
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
は
短
期
事

業
に
活
用
し
、
経
常
経
費
は
経
常
収

支
比
率
を
見
な
が
ら
管
理
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
成
長
戦
略
と

財
政
健
全
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

衞
藤 

和
敏  

議
員

え  

と
う
　

 

か
ず 

と
し

令
和
７
年
度
施
政
方
針
の
検
証
と

令
和
８
年
度
施
政
方
針
を
問
う

河
野 

博
文  

議
員

か
わ   

の
　 ひ
ろ  

ふ
み

財
政
調
整
基
金

最
低
４
億
円
の
確
保
が
必
要

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業 

約
１
億
円
の
赤
字

効
果
検
証
と
判
断
基
準
を
求
め
る

工
業
団
地
等
の
課
題
は

行政でも経営感覚
が必要では？

議員の胸の内

成
長
戦
略
と
財
政
健
全
化

バ
ラ
ン
ス
重
視
の
行
政
運
営

美味しい玖珠米の
PRが、足りていない
のでは？

議員の胸の内

自慢の「くす天空の輝き」

旧森中跡地のサテライトオフィス
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問
　
地
籍
に
は
「
所
有
者
、
地
番
、
地

目
、
境
界
、
面
積
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
必
ず
し
も
正
確
で
な

く
境
界
ト
ラ
ブ
ル
や
所
有
者
の
大

切
な
権
利
が
保
護
さ
れ
に
く
い
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
現
状
の
地
籍
調
査
事
務

の
ス
ピ
ー
ド
で
は
、
１
０
０
年
を

超
え
る
年
数
が
必
要
と
な
り
、
そ

の
間
、
不
在
地
主
の
増
加
、
土
地

承
継
者
の
不
明
、
境
界
を
知
る
人

の
減
少
に
よ
り
境
界
確
認
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
地

籍
調
査
の
迅
速
化
は
町
の
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
今
後
の
地
籍
調
査

充
実
に
対
す
る
町
の
姿
勢
を
伺

う
。

答
　
町
長

　 

地
籍
調
査
が
様
々
な
要
因
か
ら
進
ま

な
い
と
い
う
実
態
か
ら
、
各
種
事
業

や
土
地
活
用
の
遅
れ
、
隣
接
土
地
所

有
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
私
た
ち
が

生
活
す
る
う
え
で
の
多
様
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
Ｄ
Ｘ
化
等
最
新
技
術
・
シ
ス
テ
ム
の

活
用
、
担
当
職
場
の
人
員
配
置
等
に

つ
い
て
も
工
夫
し
、
事
務
の
迅
速
化
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
町
の

魅
力
発
信
と
し
て
地
域
グ
ル
メ
、

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
、
地
域
資
源

等
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
何
々
の

日
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
本
町
で
も
、
久
留
島
イ
ズ
ム
の
普
及

啓
発
と
、
町
の
情
報
発
信
に
も
寄
与

す
る
と
の
思
い
か
ら
、
久
留
島
先
生

の
生
誕
日
６
月
19
日
を
「
玖
珠
町
す

き
焼
き
の
日
」
と
し
、
そ
の
日
は
、

家
族
で
、
グ
ル
ー
プ
で
、
個
人
で
、

す
き
焼
き
を
囲
ん
で
楽
し
く
過
ご
す

日
、
食
材
を
販
売
す
る
肉
屋
さ
ん
、

八
百
屋
さ
ん
な
ど
の
理
解
と
協
力
も

得
る
こ
と
で
町
の
一
体
感
が
醸
成
で

き
る
の
で
は
と
思
う
。
制
定
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
久
留
島
先
生
の
好
物
で
あ
っ
た
す
き

焼
き
は
有
志
の
方
の
ご
厚
意
な
ど
で

町
の
学
校
給
食
に
出
す
な
ど
の
取

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　
久
留
島
先
生
の
誕
生
日
で
は
な
く
白

菜
や
ネ
ギ
な
ど
食
材
の
旬
で
あ
る

９
月
か
ら
３
月
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
時
期
を
含
め
て
関
係
者

の
皆
さ
ん
と
町
独
自
の
記
念
日
と
し

て
「
玖
珠
町
す
き
焼
き
の
日
」
制
定

に
向
け
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
老
障
介
護
に
つ
い
て

問
　
昨
年
２
月
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で

発
生
し
た
大
規
模
林
野
火
災
を
は

じ
め
、
岡
山
県
、
愛
媛
県
と
全
国

各
地
で
発
生
し
た
大
規
模
林
野
火

災
で
は
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

る
乾
燥
や
強
風
が
被
害
拡
大
の
一

因
と
な
っ
た
。
最
近
で
は
11
月
18

日
、
大
分
市
の
佐
賀
関
で
４
万

８
，
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１

８
７
棟
を
焼
失
。
お
悔
や
み
と
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
早
期
の
復

興
を
祈
る
ば
か
り
だ
。
今
年
、
全

国
で
運
用
が
開
始
さ
れ
た
林
野
火

災
注
意
報
・
警
報
制
度
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
認
識
と
位
置
づ

け
を
伺
う
。

答
　
基
地
・
防
災
対
策
課
長

　 

令
和
７
年
２
月
に
岩
手
県
大
船
渡
市

で
発
生
し
ま
し
た
大
規
模
な
林
野
火

災
を
受
け
、
消
防
庁
は
、
林
野
火
災

注
意
報
・
警
報
を
新
設
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
通
知
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
火

災
予
防
条
例
が
改
定
さ
れ
、
令
和
８

年
１
月
１
日
よ
り
運
用
開
始
と
な
っ

て
い
ま
す
。
発
令
期
間
に
つ
い
て

は
、
林
野
火
災
の
発
生
が
多
く
な
る

１
月
か
ら
５
月
が
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
発
令
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
が
気
象

デ
ー
タ
、
降
水
量
や
乾
燥
注
意
報
の

発
令
等
を
確
認
し
、
発
令
指
標
に
該

当
す
る
場
合
に
は
発
令
を
行
い
、
町

へ
連
絡
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
注
意
報
・
警
報
発
令
時
に

は
、
住
民
へ
の
速
や
か
な
周
知
を
行

う
こ
と
に
よ
り
火
災
予
防
強
化
と
な

り
、
火
災
発
生
の
被
害
を
少
し
で
も

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
町
に
お
い
て
は
、
若
年
層
の
流

出
と
担
い
手
不
足
が
地
域
経
済
、

消
防
団
、
自
治
会
運
営
、
そ
し
て

行
政
そ
の
も
の
の
持
続
性
に
大
き

な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
受

け
止
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
食
い

止
め
緩
和
す
る
た
め
に
挑
戦
す
る

の
か
を
含
め
て
伺
う
。

答
　
町
長

　 

地
域
の
課
題
は
先
ほ
ど
議
員
の
指
摘

の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
そ
し
て
ま
た
、
若
い
方
々
が
流

出
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
玖

珠
町
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
だ
さ

る
年
代
層
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
課
題
が

今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
口

の
分
析
を
し
、
そ
れ
を
ど
う
政
策
に

生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
あ
が
い
て
あ
が
い
て
あ
が

く
し
か
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

町
の
大
規
模
林
野
火
災
対
策
は
？

松
下 

善
法  

議
員

ま
つ
し
た
　

 

よ
し
の
り

迅
速
な
地
籍
調
査
を

横
山 

弘
康  

議
員

よ
こ 

や
ま   

ひ
ろ  

や
す

す
き
焼
き
の
日
の
制
定
を

人
口
減
少
と
担
い
手
不
足
を
問
う

過疎化進行等から不在地主、土
地承継者の不明から境界確認等
が困難となりつつあり、地籍調
査の迅速化が重要だと考えるが。

議員の胸の内
人口減少対策については、10 年
前から力を入れるべきと言って
きたが、首長が変わってもパン
チ力のある政策がない。

議員の胸の内

地籍調査の様子
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このコーナーは町の次代を担う
子どもたちが集う

「わたしたちの学校」を紹介します！

※議会傍聴に来れない方は、動画でもご覧になれます。

■ 議会広報特別委員会
委員長／高倉 真由美　
編集長／河島公司
委　員／松下 善法・小幡 幸範・石井 龍文
　　　　髙田 修治・秦 時雄

“ガンバりょるばい”

３月の
議会傍聴者は

議会傍聴に
お越しください。

10人です。
次回の定例会は６月議会です。

編  集  後  記

　あなたは春と言えば何を感じますか？
やっぱり桜かな。お花見や入学式かな。
それとも旬の食べ物かな。最近では花粉
症で感じる人もいます。人それぞれいろ
んな感じ方があります。玖珠町では春の
イベント「日本童話祭」が開催されます。
玖珠町の春を満喫してください。

玖珠町立学びの多様化学校

1 ゆるやかな通学時間、しなやかな学習スタイル

2 個別の学びで自分のペースで学べる

3 豊かな探究活動で好きを深める

4 みんなでつくる学校生活

公立義務教育学校
（小中一貫校）

2024年4月開校

　くす若草小中学校「わたしたちの学校紹介」
学校概要

特別な教育課程（独自の教科を新設）

学校の教育目標

みつける

つながる

自然に触れ合う 体力をつける

自分の「好き」「興味」を見つける
いろんな大人や友だちと協力して進める
「表現する」「発信する」面白さを知る

対話を通じて自分理解・他者理解
対話

自然から学び創造性・健やかな心身を育む
野遊び

協同し創造する力をプロジェクトを通じて学ぶ
探究

自分のペース・学び方で基礎を学ぶ
教科の学び・自学

わたしたちは一人ひとりが「主役」として、
安心して自分らしく過ごせる学校 をめざします

〇児童生徒数（2026.3.1時点）

●一人ひとりが、自分の「すき」や「夢」
　をみつけ、楽しさを味わいながら、学び
　に向かっていきます。

●一人ひとりが、多様性を
　認め合い、つながり合って
　生きていくことを学んで
　いきます。

ひろげる
●一人ひとりが、楽しみなが
　ら挑戦することで、自分の
　可能性を最大限にひろげ
　ていきます。

みんなの作品
-Everyone's works-
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